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ＪＲ連合は、５月 12 日から 13 日にかけて、Ｊ

Ｒ連合国会議員懇談会の榛葉会長、泉副会長、小

川事務局長をはじめ、議員懇・議員フォーラム所

属議員に対し、ＪＲ産業が置かれた厳しい状況を

説明するとともに、今後の対応について協議を行

った。 

荻山会長からは新型コロナウイルス感染症に

よって、すでに昨年度連結ベースで約 2,400 億円

もの収入が減少し、ＧＷには新幹線及び在来線特

急のご利用状況が前年同期比５％とＪＲ発足以

来最大の落ち込みとなっていることを説明。グル

ープ会社においても、ホテル、百貨店、飲食、物

販、バス、船舶、旅行など多くの業種において、

利用者の激減により深刻な状態に陥っている状

況を説明した。その上で、固定費負担が極めて重

いＪＲ産業にとって、事態の長期化により収入の

大幅な落ち込みが継続すれば、ＪＲ産業全体に甚

大な影響を及ぼすと訴え、今後の具体的取組に対

する理解と連携を求めた。 

 各議員からは現状認識の共有化とともに、Ｊ

Ｒ産業を守っていく決意の一端が示された。その

上で、ＪＲ産業への支援として、当面の処方策と

ともに収束後を見据えた検討の必要性など、多岐

に亘る示唆を頂いた。 

ＪＲ連合はＪＲ産業で働くすべての仲間が将来に明るい展望を持てるよう、将来にわたる

ＪＲ産業の持続的発展を実現すべく、国会議員懇談会やフォーラム所属議員と連携を図りな

がら、この未曾有の難局に立ち向かっていく。 


